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評者は，本書を通読しながら，“Cool head, but

warm heart”という，かの A. マーシャルの言

葉を何度も思い浮かべた。国際ビジネスのベテ

ラン研究者と脂ののりきった中核研究者による

冷静で緻密な研究成果である。各自の研究テー

マの古くて新しい論点と最新の理論研究を踏ま

えた，地に足のついた論稿である。と同時に，

日本企業が世界のなかで輝きを取り戻すために

はどうしたらよいのかを，イノベーション創出

をキイワードに，暖かくそして熱く語った良書

でもある。

第 1，2 章は社外ネットワークを活用し，ビ

ジネスエコシステムの中核となり，探索的なイ

ノベーション活動を行うことの重要性を強調す

る。第 3章はこれまでの研究を丁寧にレビュー

し，事例を基に両利きグローバル・マトリック

スの概念を提唱する。第 4章は海外子会社が多

国籍企業グループのみならず，社外のネット

ワークにも帰属するという，二重の埋め込みか

らの議論である。第 5，6 章はイノベーション

創出における組織文化の役割と企業内の新規事

業創造のあり方を提案する。第 7，8 章は新興

国ビジネスでの海外派遣者の役割と，先駆者た

る新興国多国籍企業とのアライアンスによっ

て，日本企業も経営資源を強化できることを，

事例に沿って提起する。終章は多国籍企業のあ

るべき経営モデルを示し，未来社会の創造を展

望する。

経営分野の研究者による著書では，「学生，

研究者，実務家に読んでもらいたい」との推薦

文をしばしば目にする。本書も学生，研究者に

読んでほしい研究書である。加えて，評者とし

ては，「実務家にこそ読んで欲しい書籍」と強

調したい。「難しいことを，やさしく，面白く」

というのは至言であるが，それは一般向けの

メッセージにすぎない。実務家はプロとして自

ら理解し，底流に流れる変わらぬ真理を捉えな

ければならない。研究書ながら，事例が活き活

きと描写され理解しやすい。ハウツーは分かり

やすいが，各社，各事業には特徴があり，他者

の手法をそのまま適用してもうまく定着しな

い。イノベーションによる新事業の創出は経営

者の経営姿勢に左右される。是非ともコア概念

を理解したうえで自社にあった適応を実行して

ほしい。

国際ビジネスから少し離れるため，本書では

触れられていない点を 1つ挙げておきたい。そ

れはイノベーション創出のためのマクロ環境に

ついてである。本書は欧米先進企業との比較に

おいて，変わり切れない日本企業に対する問題

意識を出発点とする。しかし，平均的な日本企

業と欧米のスーパースター企業との対比は「リ

ンゴ同士」の比較ではない。実際，欧米の 20

世紀型多国籍企業の多くも同様の困難に直面し

ている。20 世紀の終わりから 21 世紀にかけて

世に出た新興企業が日本には少ないことこそ問

題なのである。起業・廃業率が低い「少産少

死」で，低温状態が続く日本経済の制度面にこ

そ目を向ける必要があるのかも知れない。
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